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植物バ イオ マ ス の 解体資源化技術 の 最前線

粟冠　和郎 ＊ ・故伊藤　義文

　本シ ン ポ ジ ウ ム 「植物バ イ オ マ ス の 解体資源化技術 の

最前線一は東北大学農学部教授 ・伊藤義文 先生 が 中心 と

な り企 画された ものですが，伊藤先生は 10月 4 日に 亡 く

な られ ま した．56才でした．シ ン ポジウム の 企画，手配

な どの ほ とん どす べ て を伊藤先生が なさ れ，シ ン ポ ジウ

ム 当 日 は元気 に 陣頭 指揮 を執 り，座長な どを務 め ら れ

ま した ，ま た ，そ の 直後に ｛重 県志摩市 で 行わ れ た

IMie
　Biofbrum　2eO8− Biotechnology　of　Lignocellulose

Degradation ，　 Biomass 　 Utili一

zation 　and 　Biorefinery」 に も

出席され，ポ ス タ ー賞を受賞

され る など，バ イ オ マ ス 利用

分野 で の ますま すの ご活躍

が期待 され て い た矢先の 訃

報 で した．こ の場 を お借 り

し，こ れ まで の ご指導に対す

る 感謝 の 気持 ち と 哀悼 の 意

を表させ て頂 きます．

　化石燃料の 大量消費を原 因 とす る地球温暖化へ の対策

か ら，バ イオ マ ス の 利用が注 冖されて い るが バ イオマ

ス を利用す る 場 合．
一

般 に そ の 分解の過程 と微生物に よ

る発酵の過程に分けられ る．植物バ イオ マ ス は，リグニ

ン を含む堅固な構造 を持つ こ とか ら，前処理も重要なス

テ ッ プである，今回 の シ ン ポジウム に お い ては，物理化

学的な前処理，生物的脱 リグニ ン，セ ル ロ ース ・ キ シ ラ

ン 分解酵 素，バ イオマ ス 利用 に お け る 先端技術，な どの

バ イオ マ ス 分解に関わ る話題に 加え て，リグニ ン か らの

高機能性素材の 開発に 関す る 話題提供を行 っ た．以下，

当 日の 講演内容に つ い て発表順 に報告す る．

　粟冠 （三重大院 ・生資） は微生物の生産する セ ル ラ
ー

ゼ複合体 （セ ル ロ ソーム ） とキ シ ラナ
ーゼ複合体 （ザイ

ラ ノ ソーム）に つ い て概説した．好気性の 糸状菌や細菌

では生産された酵素は複合体を形成 する こ とな く，それ

ぞれ単独で基質に ア タ ッ クす る．一
方，嫌気性細菌 はセ

ル ロ ソーム と呼ばれる酵素複合体を形成する．セ ル ロ

ソーム は．偏性嫌気性細菌に特異的と考えられ て い たが ，

最近，好気的 に 培養 した時に酵素複合体を形成する例が

報告されて い る．複合体形成 の メカ ニ ズム は嫌気性細菌

の場合とは 異なる と思わ れ る が，相乗効果発現に お ける

複合体形成 の重要性 を示 す もの で ある．

　神尾 （東北大院 ・農）は，Paenibacilllzav　sp ．　W −61 株の

キ シ ラナ
ーゼ の 局在性 お よび分泌機構に つ い て報告 し

た，キ シ ラナーゼ Xynl の菌体外分泌 に は細胞膜外層に

存在 す る リポ タ ン パ ク質 LppX の 存 在が 必 須で あ り，

lPPX遺伝 子欠損株で は．シ グナ ル ペ ブチ ドの 切断 は 起 こ

るもの の 細胞膜中に 不活性体として とどまり，活性化 さ

れな い こ とが W −61 株 と大腸菌を使用した実験で きわ め

て明瞭に示された、

　高橋 （豊 田中研）は，食糧 と競合 し な い バ イ オ マ ス 利

用 に お い て 期待 される先端技術 に つ い て，前処理か ら分

解 発酵 に 至 る まで幅広 く述 べ た．前処理で は微粉化，

水熱反応，ア ン モ ニ ア 処理，イ オ ン 液体の利用 の 可能性

につ い て 言及 した．また，プ ロ セ ス の 統合化 として，酵

母な どの エ タ ノール生産 菌に セ ル ロ ー
ス 分解能力 を付与

す る方法 とセ ル ロ ース 分解性微生物に エ タ ノール 生産性

を付与する方法が考え られ るが豊田中研で は前者の 方法

を選択 し研究開発が行われてお り，その 例が述 べ られた．

　渡辺 （京 人 ・生存研） は，植物バ イオ マ ス の前処理法

と し て，酵素的 お よ び非酵素的 リグニ ン 分解ラ ジ カ ル 反

応 に つ い て述べ た．白色腐朽菌Cen
’
i）orioPsis 　subverniisPora

は 1 木材腐朽の 初期に過酸化前駆体となる不飽和脂肪酸

を生産 し，それをラジカル 連鎖反応 に より酸化分解す る，

生 じた ア シ ル 化ラ ジ カ ル が ラ ジ カ ル連鎖の 中心 となり リ

グニ ン を分解する．脂質酸化 の 開始 に は マ ン ガ ン ペ ル オ

キ シ ダーゼ が 関与する．Pha ” erochaete 　chp
’．vosPoiiztm で は

リグニ ン ペ ル オ キ シ ダーゼ とベ ラ トリル アル コ
ール が，

Pleurotus　ostreatus で は多機能型ペ ル オキ シダー
ゼが リグ

ニ ン 分解に関与する．こ れ らの 白色腐朽菌を用 い た木材

の前処理 の 応用例が紹介された．

　南 （東北大 ・原 子分子材料） は，高温 ・高圧水に よる

セ ル ロ
ー

ス の前処理が その後の セ ル ラ
ー

ゼによ る分解に

有効で あ る こ と，さ ら に，超臨界水に よ る セ ル ロ ー
ス 分

解に お い て 二 酸化炭素 の 添加が グル コ
ー

ス の 生産 を増加

する こ とを報告した ．

　大原 （森林総研）は．森林総研 で 行われて い る木質バ

イオ マ ス か らの エ タ ノール を生産す るための 技術開発に

つ い て概説した，さら に，リグニ ン をア ル カ リ性条件下

で酸化分解した後 に ，SPhing’omonas 　Pauc’imobilisの リグニ

ン 代謝酵素で 処理す る こ とに よ り，ポ リエ ス テル の 素材

となる2一ピ ロ ン ー4，6一ジカル ボ ン 酸 に変換 できることを見

い だ した．

　現在の バ イオ エ タ ノー
ル ブーム を反映 して，会場 は盛

況 で あ っ た，食糧と競合しな い 植物バ イオマ ス の 有効利

用 に 至 る に は まだブ レ
ー

ク ス ル ー
が必要で あ ると感じら

れ る が，こ の 分野の 研究 ・技術が 凵 々 進化して い る こ と

が 感じ られた．
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